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電気通信事故検証会議（第４回） 議事要旨 

 

１ 日 時：令和２年７月 30日（木）17:00～19:13 

 

２ 場 所：Web会議 

 

３ 議事模様： 

（１）株式会社グッド・ラックから、令和２年２月及び３月に発生した障害につ

いて説明が行われた。本障害の概要は以下のとおり。 

事業者名 

株式会社グッド・ラック 

兼松コミュニケーションズ

株式会社 

株式会社モバイルコネクト 

発生日時 

令和２年２月 21日、 
令和２年２月 24日、 
令和２年３月６日、 
令和２年３月９日、 
令和２年３月 12日、 
令和２年３月 15日、 
令和２年３月 16日、 
令和２年３月 18日、 
令和２年３月 19日、 
令和２年３月 20日、 
令和２年３月 21日 

継続時間 ９時間 24分 
影響利用者数 

※１ 
３万人以上 

影響地域 全国 

事業者への 

問合せ件数 

※２ 

電話 97,660 件 

Webフォーム 138,340件 

（令和２年５月 19 日時点） 

障害内容 

MVNOによるクラウド Wi-Fiサービスをデータ容量無制限を訴求して提供する

ために必要となる SIM カードについて、十分な通信容量の確保や容量制限に関

する情報共有等による電気通信設備の管理運用が適時適切に行えていなかった

ことにより、既に利用者に割当てられ当該サービスの提供のために使用されて

いた SIM カードの低速化が発生した。そして、これに対応するため、低速化し

た SIMカードの停止及び別の SIMカードへの切替えをアクセスサーバにおいて

実行する際に、当該サーバがビジー状態となり、利用者に対して、SIMカード

の割当ができず、データ通信サービスが利用できなくなった。 

重大な事故

に該当する

電気通信役

務の区分 

五：一から四までに掲げる電気通信役務以外の電気通信役務 

（仮想移動電気通信サービス（3.9-4世代移動通信アクセスサービス）） 
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発生原因 

１．グッド・ラック社が提供するデータ通信容量無制限を訴求したクラウド Wi-

Fi サービスにおいて利用している SIM カードの卸提供元事業者による当該

SIMカードにおけるデータ通信容量制限の実施状況について、モバイルコネ

クト社及び兼松コミュニケーションズ社が十分に把握できていなかった。ま

た、当該制限によるデータ通信容量を補うためにモバイルコネクト社が SIM

カードを追加調達したが、十分なデータ通信容量を確保できなかった。これ

ら等により、容量上限に達して低速化した SIMカードを利用者に対して割当

てたため、当該サービスの著しい低速化が発生した。また、当該制限等によ

り、当該サービスの提供にあたり必要となる SIM カードのデータ通信容量が

同時利用者の需要に対して不足したため、当該サービスが利用できない状態

が発生した。 

２．上記１において、低速化した SIMカードの停止及び別の SIMカードへの切替

え作業をモバイルコネクト社が実行する際、大量に実行したためアクセスサ

ーバがビジー状態となり、利用者に対し SIMカードの割当ができず、当該サ

ービスが利用できない状態が発生した。 

機器構成図 
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再発防止策 

＜SIM カードのデータ容量等の管理＞ 

・SIMカード運用状態を把握できていない事を最重要課題として認識。モバイル

コネクト社及び兼松コミュニケーションズ社が保有する運用に関する全ての

情報・知識をグッド・ラック社で保有できるようにスキームの変更を進める【令

和２年９～10月完了予定】 

・アクセスサーバの利用許諾等クラウド Wi-Fi サービスに関する技術供与等を

行う関係事業者からグッド・ラック社に対して、SIMカード運用にかかる技術

支援や運用支援（SIMカード容量管理）を実施【令和２年３月 31 日完了】 

・関係事業者とグッド・ラック社で、４月 13 日以降、毎日運用会議を実施する

ことを決定（６月以降は週２回で実施中）【令和２年４月 13日完了】 

・グッド・ラック社が、兼松コミュニケーションズ社によって確保されている SIM

カード運用情報（SIM 枚数、総容量）を把握できるように、兼松コミュニケー

ションズ社からグッド・ラック社に SIMカード調達情報の全てを提供【令和２

年３月 27日完了】 

・グッド・ラック社で、利用者におけるデータ消費容量を日ごとに把握できる仕

組みを構築【令和２年３月 31 日完了】 

・グッド・ラック社で、SIM カードのデータ残量のタイムリーなモニタリングが

できる仕組みを構築【令和２年４月 16 日完了】 

・グッド・ラック社は、モバイルコネクト社及び兼松コミュニケーションズ社と

協力し、SIM カードの仕入条件について把握【令和２年６月実施済】 

 

＜SIM カードの総容量不足に対する対策＞ 

・グッド・ラック社が、SIM カードの卸元事業者から直接 SIM カードの仕入を行

い、状況を把握できる状態とすることを検討【関係事業者間で継続協議中】 

・モバイルコネクト社にて、４月以降の追加 SIMカード調達を実施し、取り得る

最大限の調達を実施【令和２年４月増強済】 

・４月に確保していた SIMカードのデータ容量に合わせて、ヘビーユーザーに対

しての通信上限規制を適用(１か月 25GB上限) 【令和２年４月１日から適用】 

・上記追加の SIM カード調達及びヘビーユーザーに対する規制を実施すること

で、４月以降確保されているデータ総容量内でのサービスを実施【令和２年４

月実施済】 

 

＜アクセスサーバの安定稼働＞ 

・SIMカードの切替等に伴う作業は、アクセスサーバがビジー状態となることを

防ぐため、バッチ処理は必ず 200枚以下で実行【令和２年６月４日完了】 
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情

報

周

知 

 

自社 

サイト 

【障害情報】 

・令和２年２月 24 日、お知らせに「一部に発生している通信不具合に対する 

お詫び」を掲載。 

 

 
 

※２月に発生した事故に対する Web 掲載：延べ６件 
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・令和２年３月 18 日、お知らせに「現在発生している不具合及び補償対応 

について」を掲載。 

 

 

 

※３月に発生した事故に対する Web 掲載：延べ 10件 
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【その他】 

・令和２年２月 25 日以降、Twitter公式アカウントにて情報を掲載。 

・令和２年７月 17 日、再発防止措置報告を掲載。 
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報道 

発表 
なし 

その他 

【メールによる利用者への周知】 

利用者に対し「通信不具合に対するお詫び」、「補償対応のおしらせ」等に関す

るメール連絡（計 48通） 

※１ 「役務の提供の停止」を受けた利用者の数の把握が困難であるため、「電気通信事故に係る電

気通信事業法関係法令の適用に関するガイドライン第５版」に基づき、「役務の提供の停止」に

係る電気通信設備の伝送速度（総和が 2Gbpsを超える状態であれば、影響利用者数が３万人以上

であるものとみなす。）で算定。なお、発生日時及び継続時間における影響端末数の合計は 10

万未満。 

※２ 本件事故に関連しない問合せを含む。 
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（２）議事（１）について、主に「責任の明確化」、「事業者間の情報共有」及び

「利用者や関係者への周知・連携」の観点について、株式会社グッド・ラッ

ク等及び構成員間で質疑応答が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

＜責任の明確化＞ 

・SIMカードの容量や数量に関する情報は誰がどこまで管理しているのか、

責任の分界点はどのようになっているのかとの質問があり、兼松コミュニ

ケーションズ社から、SIMカードの情報はモバイルコネクト社において管

理しており、そのうち、データ通信容量制限の実施状況については兼松コ

ミュニケーションズ社が確認し、モバイルコネクト社に伝える役割を担っ

ていた旨の回答があった。 

 

＜事業者間の情報共有＞ 

・事業者間の情報共有に時間がかかったのはなぜかという質問があり、グッ

ド・ラック社から、作っていた連絡体制や報告体制が不十分であったと回

答があった。 

・SIMカードの容量制限について、事前にどの程度制限されるか把握してい

たのかという質問があり、兼松コミュニケーションズ社から、目安となる

数字は目標値として示されていたが明確な数値ではなかった旨の回答があ

った。 

 

＜利用者や関係者への周知・連携＞ 

・SIMカードの容量制限を受けて、サービス維持のために SIMの切替えを行

うと数十秒の回線断が発生し得る、あるいは端末を再起動するということ

が必要になることから回線断等が起こり得るということを利用者に対して

事前に周知すべきだったのではないかという質問があり、グッド・ラック

社から、SIMカードの切替えはサービスの運用上制限がかけられる以前か

ら発生しているが、その頻度が多くなるというところは周知すべきだった

と回答があった。 

 

質疑応答を踏まえ、構成員より総括が行われた。主な発言内容は、以下のと

おり。 

・容量制限が無いというサービスに、日本でこれほどヘビーユーザーが加入

するということが事業者にとって想定外だったように思える。 

・SIMカードに容量制限がかかるとなれば、本来トラフィックエンジニアリ

ング的に不足する容量を算出し、不足分の容量確保や運用制御により補う

べきところであるが、それができていないように感じた。 

・別の委員会でも同様の卸に関するトラブルを最近扱った。大手通信事業者

に頼り、自ら主体的に通信制御を行っていないようなケースが多く、今

後、どのように対応していくとよいか、想定しておいたほうがよいと思っ

た。 

・昔は、しっかり設計したサービスを構築してから提供しようというアプロ

ーチだったと思うが、最近は、まずサービスを提供して、不具合が起きた

らその時に検討しようという雰囲気が色々なところで見える。運用という
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面で大分変わってきているという感じを受け、新しい見方での基準みたい

なものが必要と感じた。 

・今回の事案に関しては非常に多くの相談が寄せられたと聞く。無制限をう

たっていたのに、つながりにくい、遅いという期間が長く続いたことや、

カスタマーに電話をしてもつながらなかったり、利用者によって説明され

た内容が違ったりということがあり、今までにないことと思う。 

 

（３）総務省から、令和元年度に発生した電気通信事故の集計結果について説明

が行われた。 

 

（４）総務省から、過年度検証報告のフォローアップアンケートの集計結果につ

いて説明が行われた。 

 

（５）総務省から、令和元年度電気通信事故に関する検証報告（案）について説

明が行われた。主な発言内容は、以下のとおり。 

・「ベストプラクティスを紹介することも有益である」と考えられるという

のは、これはそのとおりだと思う。以前からそういう取組があったらいい

なと思っていた。この検証会議はどちらかというと、失敗したものを取り

上げることが多いけれども、うまくいっているところをピックアップする

ことも大事だと思った。 

・自然災害に関してこの事故検証会議で扱うということになると、決して責

任追及ではないと申し上げても通信事業者は構えてしまうのだが、その自

然災害のときにどういった対応が良かったのか、悪かったのかというのを

共有いただくことはすごく大事だと思う。 

 

以上 

 


